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国際ロータリー会長 HOLGER KNAACK             Rotary Opens Opportunities 

      ホルガー クナーク       テーマ  ロータリーは機会の扉を開く 

  ＊例会日  木曜日  １２：３０                 ＊事務所 １０２－００８３ 東京都千代田区麹町３－５ 

  ＊例会場  ホテル  ニュ－ オータニ                                     得水ビル 2階 202号 

  ＊創  立  １９９２年９月１７日（平成４年）       電  話  東京０３（３２６５）８５９７番 

  ＊会  長 大竹章裕   幹事 坂田生子            ＦＡＸ  東京０３（３２６２）５２７９番 

  ＊会報雑誌委員会 委員長/森田建二 副委員長/佐藤香織･吉岡幸志 委員/今井千晶､熊川貴昭､馬渕知子､山口妙子 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

８月２７日 第６回例会（通算１２７０回）  会場：麗の間 

１．出席者 会員   ５６名 

      ゲスト   １名 米山奨学生カク・サイインさん 

      ZOOM参加者 3 名 

  司会       齊藤 学会員 

２．開会の辞・点鐘  大竹章裕会長 

３．ビジター紹介    茨田浩之会員 

４．会長挨拶     大竹章裕会長 

  皆様、お久しぶりです。（３週間あいて）お変わりありません 

でしたか。 

さて今日は新しく入られた３名の方のイニシエーション 

スピーチです。 

私は 12 年前の平成 20 年 7 月入会、その秋にスピーチをしました。当時の会長は小林武彦先生、プログラ

ム委員長は道端さんでした。その時お二人に言われたのが、「ロータリーの例会で仕事の売り込みは御法

度だが、唯一イニシエーションスピーチがその売り込みを許されるチャンスです」と、いうことでした。

今日のスピーカーである、中瀬さん･吉野さん･林さん大いにご自身の仕事についてアピールなさって下さ

い。 

そして、今日は例会後研修委員によるスピーカーお三方への新人研修があると聞いています。渡邊研修委

員長と委員の皆さんは最終夜間例会を皮切りに何度も会合をひらき、新人の方への研修をどうしたらよい

か、研修とは一体何か、と話し合って下さいました。今日も新たな手法で研修をおこなって下さるそうで

す。ありがとうございます。 

「研修」という漢字二文字がどのような意味なのか調べてみました。 

「研」は磨いて表面を平らにする。次に西脇さんのお名前である、「修」は、でこぼこを取り去り、すら

りとした形に整える 

中瀬さん、吉野さん、林さん、自身の思いを皆さんへはっきり顕しすっきりとしたところで、磨かれすら

りとしたロータリアンの形に整って下されば幸いです。みなさん、すらりと幸せになりましょう。 

ビーハッピー！以上で会長挨拶を終わります。 

   ・米山功労者表彰   第 21回メジャードナー 今井宗陽会員 

   

                                                     

   ９/３ 第７回例会     麗の間        ９/１０ 第８回例会予告      麗の間 

「1992年から 2020年東京紀尾井町 RC２８年前立ち上げの時」  「医療従事者からのメッセージ コロナ禍に知っておきたい事」 

     金丸精孝会員・小林康和会員                  熊川貴昭会員・馬渕知子会員 

    ８月お誕生日の皆様 



 

・米山奨学金授与   カク・サイインさん 

   皆様こんにちは。気が付いたら大学生活も後半年で終わり、最近は、この半

年で何か全力で取り組める事は無いかなと日々考えております。米山の奨学

生としても何時か、何かの形で皆様に恩返しし、役に立ち、貢献出来るよう

にもっと頑張ってまいりますので宜しくお願い致します。 

  ・８月誕生祝品贈呈 

   金丸精精孝君(5日)、小林武彦君(9日)、日高正人君(21日)、 

   中村ひろみ君(29日)、大竹章裕君(29日）    計 5名 

５．幹事報告     坂田生子幹事 

  皆様ごきげんよう。本日より演台にアクリル板が設置されました。本日に間に合うよう作製致しました。  

飛沫が飛ばない様になりましたので、どうぞ壇上に上がる方はマスクを外してお話下さい。 

 ①週報、ロータリーの友、2019-2020年度業績報告書、ロータリーの入門書、配布致しました。 

「ロータリー入門書」は、谷井会員より全会員にプレゼントして頂きました。但し、昨年度７月以降ご 

入会の方は、既にお手元に有ると思いますので、今回お配りはしていません。 

③８/６開催された第２回定例理事会報告 

 １．新型コロナ感染防止対策ガイドライン承認の件 

   7/30 開催されました臨時理事会に於いて審議されたガイドラインについて、訂正されたものを本理

事会に於いて承認致しました。既に皆様のお手元にメールにてご案内させて頂いております。 

 ２．フェイスブック、クラブ公式としての承認の件 

   現存するファイスブックをクラブ公式のものとする事を理事会に於いて承認致しました。 

   但し、規定を作り、扱い者(更新等)は、会報雑誌委員会が行う事とします。 

   又、個人の頁に上げる場合は、非常にデリケートな問題が有りますので十分注意をして下さい。 

 ３．予算編成と承認の件 

   第１回理事会に於いて協議された予算について再度協議の上、承認致しました。 

 ４．その他 

   地区より要請が有りました「福岡豪雨災害支援金」「熊本豪雨災害支援金」についてニコニコより

それぞれ金１０万円の支援金を拠出致しました。 

④2021-2022 年度の地区補助金の受付が９月１日より開始されます。「このような所に地区補助金を使っ

て支援を行いたい」と言うお考えが有る方は、ぜひ、奉仕委員会又は幹事又は、事務局の方にお申し出

下さい。 

⑤コロナ緊急支援を行いましたキッズ未来プロジェクト、こども未来食堂の方達よりお礼状（感謝状）が

届いております。控室に置いておきますのでぜひご覧下さい。 

⑥ロータリー文庫がネットで見られるようになりました。後ほど、詳細につきましてメールにてお送り致

しますのでぜひご利用下さい。 

⑥例会を欠席される場合は必ず、前日（水曜日）９時までに事務局までご連絡願います。 

  ・谷井 玲会員挨拶 

   皆様こんにちは。今年、私は中央分区の分区幹事として、西岡ガバナー補佐と共に東京ＲＣや東京神田

ＲＣ等、色々なクラブの例会に参加しております。その際に、普通のメークアップでは無く、会長、幹

事とお話をしてそのクラブの方針などを聞いております。それぞれのクラブ、外から見るだけでは無く、

話を伺うと一生懸命、社会奉仕などをやろうとしていて、本当にロータリアンだなと思う事が沢山あり

ました。私達、紀尾井町ＲＣもロータリアンとして、もっともっと色々な事を知るようになると、それ

が社会奉仕に繋がるけれども、先ずは自分の会社の職業奉仕に繋がるのではないか、と考えました。 

私がこの「ロータリー入門書」と言うのを読んで、特に最初の４分の１位のところなのですが、ガバナ

ーが書いている話が非常に素晴らしくて、何故、ロータリーと言うのが生まれて、そして職業奉仕と言

うのが何故生まれて来たのか？まさに自分の会社が一歩一歩進んで行く上で、こういう事をやって行け

ば良いのではないかと言う「四つのテスト」みたいなことが全部この中に出ておりました。ロータリー

のバッチのこの形が何故こうなったか？と言うのも書いて有りました。そういう事をぜひ、皆さんにも

知って頂きたく、これを皆さんにプレゼントしようと思いまして会員数 64 冊、（10 冊は既に昨年の 7

月以降に入られた方にはお渡しされているという事なので）買って参りました。最初の 4 分の 1 で良い

と思います。自分の会社に必ず役に立つ事だと思います。ぜひお読み下さい。 

６．委員会報告     

・ロータリーの友トピックス発表      佐藤香織副委員長 

   ロータリーの友 8月号は、新型コロナウイルスに関する記事がとても多いです。 



 

12 ページからは、世界各国の様々な職業に就く方々のインタビューが掲載されています。医療従事者、高

齢者施設管理者、葬祭業などに携わる方々が、日々、新型コロナウイルスと向き合い、感染のリスクを避

けるために家族とも会えないといった苦しい状態の中で働いておられます。職業奉仕とはこういうことだ

と感じます。いま、我々ができることは、こうして頑張ってくださる皆様に感謝すること、そして、1 人 1

人が感染を広めないように努力することだと思います。 

次に、34 ページには、「写真でつづる 100 年 日本のロータリー」というコーナーがあります。この写真

がとても面白くて、私は思わず目をとめました。子供たちが集まってのこの写真のような活動は、このコ

ロナの時代にはできないことですが、ロータリーの素晴らしさが伝わってくる 1枚でした。 

最後に、56 ページから、「ロータリー・アット・ワーク」として、各地のロータリー活動が紹介されてい

ます。子供たちの書いた絵を、地域を走る車にラッピングするという活動などが、写真付きで出ていまし

た。私は、ロータリーの友 8 月号のいろいろな写真を見て、とても心が和みました。皆様もお時間のある

ときにご覧になってみてください。以上 

７．ニコニコボックス報告   中瀬賀暁会員 

８．卓話   「イニシエーションスピーチ」 

  ・中瀬賀暁会員 

2020 年 2 月に由緒ある東京紀尾井町ロータリークラブに入会させていただきまし

た中瀬賀暁（なかせよしあき）です。わたくしの仕事は創業明治 21 年、今年で

131年目を迎えたキモノ問屋の卸をしております。 

元々は浜ちりめんの白生地の製造メーカーとして誕生いたしました。わたくしの 

代で 5代目になります。 

先代の父の代に東京の染物屋さん相手の白生地販売のため浅草の地に営業所を開

設。その後、呉服問屋として製品を扱い販売することになりました。 

わたくしは明治大学経営学部に進み学生時代には体育会ゴルフ部に所属しマネー 

ジャーを 3年勤めました。 

同期にはプロゴルファーの深堀圭一郎がいます、当時は学生ゴルフ全盛の時代で 

トーナメントバイトなど  

で往年のプロゴルファーのキャディーなどをやらせていただきました。 

明治大学の先輩後輩ではありませんが川岸良兼や鈴木亨、丸山茂樹、片山晋呉など強者が多かった世代で 

もあります。 

卒業後は今は無き銀座の松坂屋のゴルフ売り場に就職して社会人として３年間勤めました。当時はゴルフ

売り場が全盛で地域柄、大企業の社長さんや政治家の先生たちが売り場にお越しになり面白いように高価

なクラブが売れていました。 

そんな中、普段お話も出来ないような方々とゴルフを通して接客できたことは今となっては素晴らしい経

験です。 

25 歳の時に今の会社である株式会社マルナカに入社するとともに父の意向で即、社長に就任し右も左も分

からないうちに様々な経験をさせて頂きました。小さいころから自宅と会社が繋がった生活をしていたと

はいえ着物に対する知識はまるで無く苦労したのを覚えています。 

父のスパルタ教育のお陰か、谷に突き落とされた分、なにくそという思いに駆られいろいろな物を吸収し

ていった青年期だったように思います。 

丁度 40 歳の目前の頃から着物をただ単に販売するだけでなく自分も日本の文化の世界に入っていきたいと

いう思いがようやく募り、まずは毎日着物を着て生活をしようと発奮。かれこれ 14 年ほど何処へ行くにも

着物で生活しています。昨年はニューヨークに着物を着て旅行してきました。地下鉄では大人気でみんな

から一緒に写真を撮られる状態でした。 

また着物に関連して表千家の茶道を 12 年前に入門。茶道は日本の総合芸術であり陶芸、茶道具、建築、掛

け軸など、様々な日本文化にどっぷりとハマり現在に至ります。 

そして 5 年前には大竹会長との出会いがあり小唄の世界へと入り込んでいきました。次の年には三味線も

下手くそながら始め、今年の初めに名取として名前をいただきました。有難いことです。 

そんな和文化どっぷりな生活の中、仕事に関しても非常に役に立つことが多く、今では問屋のみならず銀

座と浅草で着物の小売店を商っております。 

3 年前にはテレビ朝日で放送した黒革の手帖で主演の武井咲さんの着物を全て衣装協力させていただきま

した。全部で 60点ほど。和文化で経験したコーディネイトで大変好評をいただきました。 

次の年には石原さとみさん主演のドラマ高嶺の花でも芳根京子さんと共に着物を衣装協力。 

今後ともこうした着物文化のために貢献出来たらいいなと思っております。 

ロータリアンとしてはまだまだ未熟ですが皆様方のご指導ご鞭撻宜しくお願い致します。 

以上です。宜しくお願いします。 



 

 ・吉野次郎会員 
 2020 年 2 月に入会しました吉野次郎と申します。現在の仕事を含めて、本日

にイニシエーションスピーチでは私の人となりを知ってもらうことが大切と

考えおります。その中でも、名前と顔を覚えていただくことが大切と考えて

おります。 

まずは、名前の由来をお話できればと存じます。実は、私の祖父の名前が

「岩太郎」でした。その名前をいただく形で私の兄の名前が「太郎」になり

ました。そして、そのまま私の名前は「次郎」になった、ということになり

ます。ですので、まずは「次郎」という名前を覚えていただければ幸いです。 

人となりとなりますと、自分では以下の 3つで表すことができるのではない 

かと考えております。 

1つ目は、思い込みかもですが「運」が良いと思っています。今回、紀尾井町  

ロータリークラブに入ることができたのも、20年前に社会人になってすぐに  

お会いした渡邊俊一さんに、会社を離れた後もお世話になってきたという縁からきており、これは、良い 

人に会うことができたという｢運｣からきていると思います。 

2つ目は、何事にも興味を持って、何でもやってみようという人間ということでございます。例えば、先 

ほどは「ロータリアンの友」の詰将棋を藤井名人さながらに解こうと苦戦したのですが、結局解けません 

でした。 

3 つ目は、自分自身は、自分という物語の主人公、「次郎物語」の主人公と思って生きております。是非、 

今回の入会の機に、皆様の人生の物語の登場人物にもなりたいと思っておりますし、私の物語にも皆様に 

登場していただければありがたいと存じます。 

現在の仕事は一般社団法人ドローン操縦士協会の代表理事をしています。全国にある 30 余りのスクールに

弊協会のカリキュラム提供しており、月当たり 100 人を超える方々に民間のドローン操縦のサーティフィ

ケーションを発行しております。 

ドローンの操縦の難しい部分は、ドローンの機体が回転する部分ことにあります。機体の方向が 180 度回

った状態では、「前」に行きたいときに「後」のスティックを、「左」に行きたいときに「右」のスティ

ックを動かすことになりますので、この感覚を養うには訓練が必要になります。 

この 4 月には、国道交通省より 2022 年度には、ドローン、無人小型操縦士の資格を国家技能認証にするこ

とが発表されました。このことはドローン業界の発展の後押しなるとともに、民間でのドローンの資格を

発行している団体、国土交通省の用語では「管理団体」にとっては、制度の設計によっては大変な時期を

迎えることになります。ドローン操縦の受講者の欲しいのは国家技能認証なり、現状その代替をしている

民間のサーティフィケーションは不要になる可能性もあるからです。その中、ドローンの制度は、国土交

通省、経済産業省、農林水産省、総務省、警察庁、内閣府と関係する省庁が多いこともあり、これから精

緻な制度設計がなされる分野でございますので、そこに活路見いだせれば幸いです。 

今日は誠にありがとうございました。「次郎」とう名前を覚えていただき、何かドローンに関する質問が

何なりとご連絡いただければ幸いです。引き続き何卒宜しくお願い申し上げます。 

・林 裕人会員 
本年７月から会員に加えて頂きました林裕人と申します。折角貴重なお時間

を頂きましたので、私が大切にしているものの３つを、今までの経験を踏ま

えながらお話ししたいと思います。その３つとは、①会社の社員 ②社外の仲

間 ③家族 です。 

まず１つ目の会社の社員ですが、その前に私の生い立ちについて少し説明し

ます。私は東京都北区に生まれ、高校までは地元の公立校に通いました。日

本大学商学部を卒業し、キリンビール(株)勤務を経て、現在は祖父が創業を

した㈱トウショクという給食会社の３代目の社長を務めております。今年の

５５周年をターニングポイントと位置づけ、トウショク・ウエイというプロ

ジェクトを立ち上げ、企業理念を刷新しました。「おいしい うれしい あ

りがとう の笑顔を」を新たなスローガンとして掲げ、１００年続く愛され

る会社を全員で目指そうと、社員と共に精進する毎日です。 

前社長にあたる実の父からは社長就任までの約１０年間、このことだけを常に言われ続けてきました。

「社長が偉い訳ではない。社員のために会社はある。常に謙虚であれ」。私は自分が、当社の社長の器なの   

かは分かりません。しかし、自分の人生を賭けてこの会社を引っ張っていく覚悟を持って日々生きている 

自負があります。食の分野で何かお困りのことがありましたら、どうぞ何なりと私までご相談頂ければ幸 

いです。 

 



 

次に大切にしているもの、それは社外の仲間です。中小企業のオーナー社長は全ての責任を自分が負うこ 

とを宿命づけられています。そのような立場の人間にとって、同じような境遇にあったり、元々利害関係

の生じない社外の仲間ほどかけがえのない存在はありません。 

会社が江東区亀戸という下町にある立地柄、若手経営者の会も非常に活気があり、尊敬するたくさんの経

営者の先輩から学ぶことの多い毎日です。また、前職のキリンビール時代の同期や先輩方とは今でもとて

も親しい関係です。社内の立場的にも管理職級のポジションにあって、社会に貢献する価値ある仕事をし

ていて、刺激を受けます。 

ところでビール会社の社員は毎日どれぐらいのアルコールを摂取しているか皆さんご存じですか？私の時

代は尋常ではありませんでした。新入社員には社員寮暮らしをする際、容量検定なる検定が義務付けられ

ておりました。人は１時間でどれだけビールを飲めるのかという検定です。これは地獄でした。私は配属

がビールを売るという意味では本家本流のビール事業の営業でしたので、一緒に検定を受けた他の４人に

負ける訳にはいかなかったのです。前年チャンピオンの先輩からは「ヒロト、お前負けたら営業としてヤ

バいぞ」と煽られました。私は飲んではリバースを繰り返しながら、死ぬ気で２６杯飲みました。しかし、

頑張る必要のない院卒同期が空気も読まずに２８杯飲み、次点となってしまいました。２６杯とは１杯５

００ｍｌですので、１３L です。一応先輩の記録は超えたのでお咎めはありませんでしたが、気持ち悪い

と同時に苦い思い出として、今でも頭から離れません。人生初の４日酔いでした。 

この検定の意義はというと…ほとんど何も無いのですが、自分はどれだけ飲んでも酒乱にはならないこと

が分かりました。ですので、コロナ禍ではありますが、お酒の席がこれからありましたら、是非お声掛け  

下さい。喜んで参加致します。 

少し話が逸れましたが、社外の仲間、この最たるものはロータリーだと思います。これからの末永き活動

や親睦を通じて、皆様から多くのことを学ばせて頂きたいと、期待に胸膨らませております。 

大切にしているもの、その最後は何と言っても家族です。公私の区別を付けづらい現在の立場において、

常に家庭優先で、一人息子に全身全霊をかけて愛情を注ぎ続けてくれている家内には感謝の気持ちしか思

い浮かびません。また、命を懸けても惜しくない息子の存在は、私の活力の源泉です。ロータリーとの出

会いも、息子の幼児教室がきっかけです。息子のおかげで熊川さんという素晴らしい先輩と巡り合うこと

ができました。そして皆さまとも毎週お会いして意義深い時間を過ごすことができ、私は本当に恵まれて

いる幸せ者だと思います。これまで息子から多くのことを学び、幸せをもらいました。これからは父親と

して、息子が良き人生を歩めるよう、何を与えることが出来るのかが私の大きな目標です。 

その解がロータリーにはあると思います。まだ本当の意味での奉仕とは何なのかが理解できていない現状

ですが、見返りを求めず誰かの役に立つこと、自己犠牲の精神を持って行動することの積み重ねが、自分

に変化をもたらすのではないかと思います。その言動に息子が何かを感じ取り、同じような言動に繋がれ

ば、目標に近づけるのではないか、と今は考えています。私が父親の背中から多くを学んだように、背中

で生き様を見せられる男になりたいと思います。 

今日を機に多くの皆様方と交流を深めることが出来れば嬉しいです。これからどうぞよろしくお願い申し

上げます。ご清聴ありがとうございました。 

９． 閉会の点鐘   大竹章裕会長 

                                                  

８/２７お客様  無し 

                                                    

 

【にこにこボックス】              本日の合計 89,000円（30件） 累計 665,000円（187件）

大竹 章裕君：本人誕生日。8 月 29 日で 53 歳にな

ります。マイケルジャクソンと一緒

です。あと八代亜紀・・・。 

守重 知量君：妻誕生日。昔は細君でしたが、今は

すっかり太君になりました。 

西岡 孝志君：妻誕生日。 

坂田 生子君：残暑お見舞い申し上げます。夏の終

わりを感じる今日この頃ですが、ま

だまだ暑い日が続きます。皆様ご自

愛下さい。 

 

中瀬 賀暁君：本日、イニシエーションスピーチ緊

張しておりますが、よろしくお願い

します。 

吉野 次郎君：本日、イニシエーションスピーチ何

卒よろしくお願い申し上げます。 

三村智恵子君：中瀬さん、吉野さん、林さん、イニ

シエーションスピーチ楽しみです。

それにしてもコロナは何時まで続く

のでしょうか？ 

 

 



 

森田 建二君：中瀬さん、吉野さん、林裕人さん、

イニシエーションスピーチ楽しみに

しています。よろしくお願い致しま

す。 

原田 尚彦君：中瀬様、吉野様、林様、イニシエー

ションスピーチ楽しみにしています。

よろしくお願い致します。 

渡邊 俊一君：中瀬さん、吉野さん、林さん、イニ

シエーションスピーチよろしくお願

い致します。 

齊藤  学君：中瀬さん、吉野さん、林さん、イニ

シエーションスピーチ楽しみにして

おります!! 

西脇  修君：中瀬さん、吉野さん、林さん、本日

はお話を楽しみにしています。 

茨田 浩之君：中瀬さん、吉野さん、林さん、イニ

シエーションスピーチ楽しみです。 

中村 俊輔君：イニシエーションスピーチ頑張って

下さい。 

垣見 裕司君：コロナ第 2 波、そろそろ終わるとい

いですね。マスク飽きたのでフェイ

スシールドにしました。弊社で販売

しています。 

 

黒田 善孝君：今年も早や 8 か月が過ぎて、あと 4

か月・・・年々、月日の速さを感じ

ています。 

日高 正人君：軽井沢、蓼科と温泉旅行して来まし

た。自然にどっぷりつかって来まし

た。 

谷井  玲君：今日も暑いですね。皆様体調にお気

をつけて下さい！！ 

深尾 一郎君：明日のオーバカナル楽しみです。 

金井 繁晴君：残暑お見舞い申し上げます。 

浅見  亨君：寸志。 

江副  碧君：寸志。 

橋本 吉弘君：寸志。 

林  裕人君：寸志。 

林 ひろみ君：寸志。 

石川ヒロ子君：寸志。 

石川 隼一君：寸志。 

松島  寛君：寸志。 

渡邉 藍子君：寸志。 

吉田由美子君：寸志。 

【米山財団寄付】 

岡垣 栄治君：イニシエーションスピーチ楽しみに

しています。カクさん（米山の）よ

うこそ!!楽しんでいって下さい。 

金丸 精孝君：中瀬さん、吉野さん、林さん、イニ

シエーションスピーチを楽しみにし

ています。 

小島 清治君：イニシエーションスピーチ楽しみで

す。 

山口 妙子君：厳島神社に行って来ました。せっか

くの大鳥居が工事中で見えませんで

した。 

                              

 

 


